
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力操作機能を有して任意の情報を処理する一以上の情報処理装置と、
　前記情報処理装置から転送される情報に基づいて画像を表示する一以上の情報制御表示
手段と、
　前記情報制御表示手段によって表示される 内容を時間情報と共に記録して電子
情報を作成する情報作成装置と、
　少なくとも、前記情報処理装置、情報制御表示手段及び情報作成装置を接続する通信手
段と、
　現在どの情報制御表示手段により表示されている画像が注目されているかを判別する判
別手段と、
　前記判別手段により判別された注目画像を表す識別情報を前記時間情報に付加する識別
情報付加手段を備え

特徴とするネットワーク情報処理システム。
【請求項２】
　前記情報制御表示手段は、
　前記情報処理装置から転送される情報に基づいて映像を表示する表示装置と、
　前記情報処理装置による入力操作指示に基づいて前記表示装置を含むネットワーク情報
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処理を支援する情報処理支援装置とを有することを特徴とする請求項１に記載のネットワ
ーク情報処理システム。
【請求項３】
　前記情報処理装置から転送される情報以外の少なくとも映像または音声を入力する動画
・音声入力装置を備えることを特徴とする請求項１に記載のネットワーク情報処理システ
ム。
【請求項４】
　前記情報制御表示手段又は／及び情報処理装置で静止画を表示する場合であって、
　前記情報制御表示手段は、
　前記情報処理装置によって静止画表示切り替え操作される毎に前記識別情報を

内容に付加するようにしたことを特徴とする請求項１に記載のネットワーク情報処理
システム。
【請求項５】
　一の前記情報処理装置で前記情報制御表示手段の一つを情報制御する権利を情報制御権
としたとき、
　前記情報処理装置は、
　前記情報制御権を当該情報制御表示手段から他の情報制御表示手段へ移動する毎に前記
識別情報を 内容に付加するようにしたことを特徴とする請求項１に記載のネ
ットワーク情報処理システム。
【請求項６】
　前記情報処理装置の入力操作機能を使用して当該注目画像に係る識別情報を

内容に付加するようにしたことを特徴とする請求項１に記載のネットワーク情報処理シ
ステム。
【請求項７】
　前記情報作成装置は、
　前記情報制御表示手段に表示された内容に関して自動付加又はマニュアル付加操作され
た前記 情報に基づく注目画像に係る電子情報を選択して前記情報制御表示手段又は／
及び情報処理装置へ配信することを特徴とする請求項１に記載のネットワーク情報処理シ
ステム。
【請求項８】
　前記情報作成装置は、
　前記 情報に基づいて前記内容の中から注目画像を自動選択又はマニュアル選択して
編集し、編集後の内容をデータストリーム化して前記電子情報を作成することを特徴とす
る請求項１に記載のネットワーク情報処理システム。
【請求項９】
　前記情報制御表示手段又は／及び情報処理装置において、前記電子情報を再生する場合
であって、
　前記識別情報に基づく注目画像に所定色の被識別映像を合成するようにしたことを特徴
とする請求項１に記載のネットワーク情報処理システム。
【請求項１０】
　前記識別情報に基づく注目画像に所定色の枠映像又は／及び所定色のライン映像を合成
するようにしたことを特徴とする請求項９に記載のネットワーク情報処理システム。
【請求項１１】
　入力操作機能を有して任意の情報を処理する一以上の情報処理系と、前記情報処理系か
ら転送される情報に基づいて画像を表示する一以上の情報制御表示系と、前記情報制御表
示系によって表示される 内容を時間情報と共に記録して電子情報を作成する情報
作成系とを通信手段を通じて接続し、
　前記 内容を情報作成系に記録する際に、
　現在どの情報制御表示系による画像を注目しているかを判別し、
　判別された注目画像に係る識別情報を前記時間情報に付加
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を特
徴とする情報処理方法。
【請求項１２】
　複数の発表資料をプロジェクタなどの前記情報制御表示系に同時に表示して発表者によ
るプレゼンテーションの進行を可能とするシステムを構築し、
　構築された前記システムにおけるプレゼンテーションの内容を記録する際に、
　前記通信手段に接続された情報処理系、情報制御表示系及び情報作成系などのネットワ
ーク機材を制御するステータスを認識し、
　認識された前記ステータスに基づいて現在どの画面に関する説明を行っているかを判別
し、
　判別された前記プレゼンテーションの内容をその時点で注目すべき画像として画像選択
マークを付与し、
　付与された前記画像選択マークと時間情報とを結合することを特徴とする請求項１ に
記載の情報処理方法。
【請求項１３】
　前記プレゼンテーションの進行中に、現在どの画面に関する説明を行っているかを示す
画像選択マークを別の参加者による前記情報処理系のマニュアル操作によって付与するこ
とを特徴とする請求項１ に記載の情報処理方法。
【請求項１４】
　前記プレゼンテーションの内容を再生する際に、
　再生される複数の画面のうち、どの画面を使用してプレゼンテーションをしているかを
前記画像選択マークに基づいて認識可能となされることを特徴とする請求項１ に記載の
情報処理方法。
【請求項１５】
　前記プレゼンテーションの内容をブロードキャスト可能な１つのストリームの形式に編
集し 作成可能なコンテンツ編集システムを構築し、
　構築された前記コンテンツ編集システムにおいて、進行中の画面の中から１つの画面を
画像選択マークに基づいて自動又はマニュアルにより選択可能となされることを特徴とす
る請求項１ に記載の情報処理方法。
【請求項１６】
　前記情報制御表示系に表示された内容に関して会議の内容をデータストリーム化し実時
間的かつ好適に送出可能なシステムを構築し、
　構築された前記システムで複数のプレゼンテーション画面の中から画像選択マークの付
加されている画像を自動選択して送出することを特徴とする請求項１ に記載の情報処理
方法。
【請求項１７】
　前記情報制御表示系又は／及び情報処理系で静止画を表示する場合であって、
　少なくとも、前記情報処理系によって静止画表示切り替え操作される毎に前記識別情報
を前記情報制御表示系に表示された内容に付加するようにしたことを特徴とする請求項１

に記載の情報処理方法。
【請求項１８】
　一の前記情報処理系で前記情報制御表示系の一つを情報制御する権利を情報制御権とし
たとき、
　前記情報制御権を当該情報制御表示系から他の情報制御表示系へ移動する毎に前記識別
情報を 内容に付加するようにしたことを特徴とする請求項１ に記載の情報
処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　本発明は、ネットワーク電子会議システムや、ネットワーク教育システム、ネットワー
クゲームシステム等に適用して好適なネットワーク情報処理システム び情報処理方法
に関するものである。
【０００２】
詳しくは、情報処理装置、情報制御表示手段及び情報作成装置等を通信手段によって接続
し、この情報処理装置の入力操作機能に基づいて現在どの情報制御表示手段による画像を
注目しているかを判別し、当該注目画像に係る被識別情報を時間情報に結合して情報作成
装置に記録し、表示情報内容の中で最も注目すべき電子情報内容をデータストリーム化で
きるようにすると共に、この電子情報内容の再生時には他の映像に比べて注目画像を強調
表示等できるようにしたものである。
【０００３】
【従来の技術】
近年、パーソナルコンピュータ（以下でパソコンという）を用いて作成したプレゼンテー
ション資料を会議室に持ち込んで、プレゼンタ（資料発表者）がそれを複数の会議参加者
に対して電子機器を用いて発表する、いわゆる電子会議形式が採られる場合が多くなって
きた。
【０００４】
この電子会議形式では表示機器と資料発表者のノートパソコンとが接続される。この表示
機器にはデータプロジェクタが使用され、パソコンで作成したプレゼンテーション資料が
表示される。データプロジェクタ（以下で単にプロジェクタという）には、一人のプレゼ
ンタ自身のノートパソコンがＲＧＢケーブルを通じて接続され、そのノートパソコンに表
示されている画面を白壁等に投影するようになされる。白壁等に表示されているプレゼン
テーション資料は発表者が操作するマウスカーソルによって指し示すようになされる。つ
まり、白壁等には説明者が所有している資料のみが表示される。
【０００５】
最近では、ネットワーク対応のデータプロジェクタが登場している。このプロジェクタに
はパソコン機能が内蔵されているものである。これによれば、説明者が自身のノートパソ
コン（以下で情報処理装置ともいう）からプレゼンテーションファイルをネットワーク経
由でプロジェクタに転送し、そのプロジェクタのパソコン機能によりその内容を表示し投
影するようになされる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来例に係る電子会議形式において、複数のプロジェクタ等の表示機材に複数
の発表資料を同時に表示してプレゼンテーションを進行し、そのプレゼンテーション資料
から議事録等の電子情報内容を自動作成するようなシステムを構築しようとした場合に、
以下のような問題がある。
【０００７】
▲１▼　議事録等の電子情報内容を作成する情報作成系に対して、資料発表者がどの画面
を見て資料を説明しているかを認識させる必要がある。これは議事録等の映像を再生した
とき、資料発表者が最も注目すべき画像であるかを視聴者に知らしめるためである。
【０００８】
因みにプロジェクタ上で画面の表示が切り替わったことを情報作成系へ通知し、そのとき
の表示画面に係る表示情報内容を時間情報と共に記録する方法が考えられるが、単なる情
報作成系への通知しただけでは、資料発表者が現在どの画面を注目して説明しているかが
わからない。
【０００９】
▲２▼　このような場合、情報作成系では表示情報内容の中で最も注目すべき電子情報内
容をデータストリーム化等を行うことが困難になることから、資料発表者が注目していな
い画像までも編集し再生映像に繰り入れてしまうおそれがある。
【００１０】
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　そこで、この発明はこのような従来の課題を解決したものであって、表示情報内容の中
で最も注目すべき電子情報内容をデータストリーム化できるようにすると共に、この電子
情報内容の再生時には他の映像に比べて注目画像を強調表示等できるようにしたネットワ
ーク情報処理システム び情報処理方法を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上述した課題は、入力操作機能を有して任意の情報を処理する一以上の情報処理装置と
、この情報処理装置から転送される情報に基づいて画像を表示する一以上の情報制御表示
手段と、この情報制御表示手段によって表示される 内容を時間情報と共に記録し
て電子情報を作成する情報作成装置と、少なくとも、情報処理装置、情報制御表示手段及
び情報作成装置を接続する通信手段と、現在どの情報制御表示手段により表示されている
画像が注目されているかを判別する判別手段と、この判別手段により判別された注目画像
を表す識別情報を時間情報に付加する識別情報付加手段を備え

ることを特徴とするネットワーク情報処理システムに
よって解決される。
【００１２】
　本発明に係るネットワーク情報処理システムによれば、入力操作機能を有して任意の情
報を処理する一以上の情報処理装置と、この情報処理装置から転送される情報に基づいて
画像を表示する複数の情報制御表示手段と、この情報制御表示手段によって表示される表
示情報内容を時間情報と共に記録して電子情報内容を作成する情報作成装置とが通信手段
により接続される。これを前提にして、この情報制御表示手段では現在どの情報制御表示
手段による画像を注目しているかが判別手段によって判別され、この判別手段により判別
された注目画像を表す識別情報が識別情報付加手段によって時間情報に付加される。

【００１３】
例えば、情報制御表示手段又は／及び情報処理装置で静止画を表示する場合であって、情
報制御表示手段では情報処理装置によって静止画表示切り替え操作される毎に被識別情報
を表示情報内容に付加される。又は当該情報制御表示手段から他の情報制御表示手段へ情
報制御権を移動する毎 別情報を 容に付加するようになされる。
【００１４】
　従って 生映像のうちどの画面を情報制御表示手段における表示時点での最も注目す
べきものであるかを視聴者に知らしめることができる。
【００１９】
　本発明に係る情報処理方法は入力操作機能を有して任意の情報を処理する一以上の情報
処理系と、情報処理系から転送される情報に基づいて画像を表示する一以上の情報制御表
示系と、情報制御表示系によって表示される 内容を時間情報と共に記録して電子
情報を作成する情報作成系とを通信手段を通じて接続し、 内容を情報作成系に記
録する際に、現在どの情報制御表示系による画像を注目しているかを判別し、ここで判別
された注目画像に係る識別情報を時間情報に付加

することを特徴とするものである。
【００２０】
　本発明に係る情報処理方法によれば 生映像のうちどの画面が情報制御表示系におけ
る表示時点での最も注目すべきものであるかを視聴者に知らしめることができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
　続いて、この発明に係るネットワーク情報処理システム び情報処理方法の一実施の
形態について、図面を参照しながら説明をする。
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【００２２】
（１）実施形態
図１は本発明に係る実施形態としてのネットワーク情報処理システム１００の構成例を示
すブロック図である。
この実施形態では情報処理装置、情報制御表示手段及び情報作成装置等を通信手段によっ
て接続し、この情報処理装置の入力操作機能に基づいて現在どの情報制御表示手段による
画像を注目しているかを判別し、当該注目画像に係る被識別情報を時間情報に結合して情
報作成装置に記録し、表示情報内容の中で最も注目すべき電子情報内容をデータストリー
ム化できるようにすると共に、この電子情報内容の再生時には他の映像に比べて注目画像
を強調表示等できるようにしたものである。
【００２３】
図１に示すネットワーク情報処理システム１００はネットワーク電子会議システムや、ネ
ットワーク教育システム、ネットワークゲームシステム等に適用して好適なものである。
当該システム１００は特定の領域又は会議室等の特定の場所に情報作成装置５及び一以上
の情報制御表示手段１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ・・・を配置すると共に、その特定の領域又
は特定の場所内に一以上の情報処理装置１を準備する。この情報作成装置５、情報制御表
示手段１０Ａ等及び各々の情報処理装置１とを通信手段４により接続し、これらの情報処
理装置１から操作指示に基づいて情報制御表示手段１０Ａ等を遠隔制御すると共に、情報
作成装置５で表示情報内容Ｄ INを記録して電子情報内容Ｄ OUTを編集作成するようになさ
れる。
【００２４】
情報処理装置１は入力操作機能の一例となるグラフィックユーザインタフェース（以下で
ＧＵＩ機能という）を有しており、このＧＵＩ機能及びマウス操作機能を利用して任意の
情報を処理するようになされる。情報処理装置１には持ち運び便利なノート型のパーソナ
ルコンピュータ（以下でノートパソコンという）が使用される。ネットワーク電子会議シ
ステム等に参加する場合には専用のアプリケーションがノートパソコンにインストールさ
れる。
【００２５】
この通信手段４には情報制御表示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ等が接続され、情報処理装
置１から転送される情報に基づいて画像を表示するようになされる。情報制御表示手段１
０Ａにはプロジェクタやパーソナルコンピュータ機能付きのコミュニケータが使用される
。情報制御表示手段１０Ａでは情報処理装置１から遠隔操作指示に基づいて情報作成装置
５の制御を含む電子情報処理を支援するようになされる。
【００２６】
例えば、情報制御表示手段１０Ａでは情報処理装置１の入力操作機能に基づいて現在どの
情報制御表示手段１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃによる画像を注目しているかが判別され、当該
注目画像に係る被識別情報を時間情報に結合して記録するように情報作成装置５が制御さ
れる。自機である情報制御表示手段１０Ａも含む。ここで被識別情報とは情報制御表示手
段１０Ａ等における表示画面に関して当該注目画像か否かを識別する情報をいう。この被
識別情報は資料発表者又はその補助者がどの画面について説明しているのかを明示するも
のである。
【００２７】
このシステム１００で情報制御表示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ・・・又は／及び情報処
理装置１で静止画を表示する場合であって、情報制御表示手段１０Ａ等では情報処理装置
１によって静止画表示切り替え操作される毎に被識別情報を表示情報内容Ｄ INに自動付加
するようになされる。静止画の表示切り替え時には、切替後の画像に注目する割合が高く
なるからである。
【００２８】
また、一の情報処理装置１で情報制御表示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃの一つを情報制御
する権利を情報制御権としたとき、この情報処理装置１は情報制御権を当該情報制御表示
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手段１０Ａから他の情報制御表示手段１０Ｂ等へ移動する毎に被識別情報を表示情報内容
Ｄ INに自動付加するようになされる。当該情報制御表示手段１０Ａから他の情報制御表示
手段１０Ｂ等への情報制御権の移動時には、移動先の情報制御表示手段１０Ｂによる画像
に注目する割合が高くなるからである。
【００２９】
このシステム１００では情報処理装置１の入力操作機能を使用して当該注目画像に係る被
識別情報を表示情報内容Ｄ INに付加するようになされる（マニュアル付加操作）。マニュ
アル付加操作では資料発表者又はその補助者が情報制御表示手段１０Ａ等において、情報
表示処理の進行中であって、該当画面の説明時に被識別情報を表示情報内容Ｄ INに付加す
ることができる。このような被識別情報を予め付加しておくと、情報編集作成の際に、複
数の表示情報内容Ｄ IN（静止画）の中から、被識別情報が付加された注目画像を自動的に
選択できるようになる。
【００３０】
上述の通信手段４に接続された情報作成装置５では、情報制御表示手段１０Ａ等によって
表示される表示情報内容Ｄ INを時間情報と共に記録して電子情報内容Ｄ OUTを作成するよ
うになされる。情報作成装置５では情報制御表示手段１０Ａ等に表示された表示情報内容
Ｄ INに関して自動付加又はマニュアル付加操作され 識情報に基づく注目画像に係る電
子情報内容Ｄ OUTを選択して他の情報制御表示手段１０Ｂ又は他の情報処理装置１へ配信
するようになされる。
【００３１】
このようにすると、複数のプレゼンテーション画面の中から 別情報を設定された表示
情報内容Ｄ INを自動的に選択してリアルタイムに送出するようなネットワーク電子会議シ
ステム等を構築することができる。つまり、情報作成装置５で 識情報に基づいて表示
情報内容Ｄ INの中から注目画像を自動選択又はマニュアル選択して編集し、編集後の表示
情報内容Ｄ INをデータストリーム化して電子情報内容Ｄ OUTを作成する。このようにする
と、遠隔地等他の場所に配置された情報処理装置１や情報制御表示手段１０Ａ等へ一斉に
データストリーム形式の電子情報内容Ｄ OUTを配信（ブロードキャスト）できるようにな
る。
【００３２】
これらの情報処理装置１、情報制御表示手段１０Ａ等及び情報作成装置５は通信手段４に
よって接続されるが、システム１００では情報制御表示手段１０Ａ等に無線通信機能を設
け、情報処理装置１の各々に無線通信機能を設けることにより通信手段４を構成する場合
と、アクセスポイントとしての無線装置を設けることにより通信手段４を構成する場合と
、通常の通信ケーブルを用いて通信手段４を構成する場合を想定している。もちろん、こ
れらを組み合わせてネットワークを構成してもよい。
【００３３】
無線通信機能には無線ＬＡＮカードが使用される。無線ＬＡＮカードを使用した場合には
、特定の領域又は特定の場所内において、Ｐｅｅｒ　ｔｏ　Ｐｅｅｒモードにより情報制
御表示手段１０Ａ等と各々の情報処理装置１とを結ぶことができる。この場合はアクセス
ポイントが不要となる。
【００３４】
続いて、本発明に係る情報処理方法についてネットワーク情報処理システム１００におけ
る処理例を説明する。図２はネットワーク情報処理システム１００における処理例を示す
フローチャートである。
【００３５】
この実施形態では特定の領域又は会議室等の特定の場所に情報作成装置５（情報作成系Ｉ
）及び一以上の情報制御表示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ等（情報制御表示系 II）を配置
すると共に、その特定の領域又は特定の場所内に一以上の情報処理装置１（情報処理系 II
I）が準備されることを前提とする。情報制御表示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ又は／及
び情報処理装置１で静止画を表示する場合を想定する。
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【００３６】
これを処理条件にして、図２に示すフローチャートのステップＡ１で情報作成系Ｉ、情報
制御表示系 II及び情報処理系 IIIを通信手段４を通じて接続する。このとき、例えば情報
制御表示手段１０Ａ等に無線通信機能を設け、情報処理装置１の各々に無線通信機能を設
けることにより通信手段４を構成する。情報作成装置５と情報制御表示手段１０Ａ等とは
通信ケーブルを使用して接続する。
【００３７】
もちろん、アクセスポイントとしての無線装置を設けることにより通信手段４を構成して
もよく、また、通常の通信ケーブルを用いて通信手段４を構成してもよい。情報処理装置
１、情報作成装置５及び情報制御表示手段１０Ａ等のネットワーク構成用の電子機器は電
源がオンされる。
【００３８】
その後、情報処理装置１でシステム参加者により情報処理用のシステムプログラムが起動
されると、ステップＡ２に移行して情報制御表示手段１０Ａ等では情報処理装置１からの
入力操作指示が待たれる。そして、情報処理装置１から情報制御表示手段１０Ａへ入力操
作指示がなされると、ステップＡ３に移行して情報制御表示手段１０Ａでは情報制御表示
処理がなされる。
【００３９】
このシステム１００では、複数の情報制御表示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃでは情報処理
装置１から転送される資料情報等に基づく画像が表示される。このとき、情報制御表示手
段１０Ａでは例えば、情報処理装置１によって静止画表示切り替え操作される毎に被識別
情報を表示情報内容Ｄ INに自動付加するようになされる。
【００４０】
また、一の情報処理装置１で情報制御表示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃの一つを情報制御
処理する場合には、当該情報制御表示手段１０Ａから他の情報制御表示手段１０Ｂへ情報
制御権を移動する毎に被識別情報を表示情報内容Ｄ INに自動付加するようになされる。も
ちろん、情報処理装置１の入力操作機能を使用して当該注目画像に係る被識別情報を表示
情報内容Ｄ INに付加してもよい（マニュアル付加操作）。
【００４１】
そして、ステップＡ４に移行して各々で表示される表示情報内容Ｄ INを情報作成装置５へ
記録するかが情報制御表示手段１０Ａでチェックされる。このとき、情報処理装置１の入
力操作機能を使用して当該情報制御表示手段１０Ａへ記録指示が出される。情報制御表示
手段１０Ａではこの記録指示を検出して記録有無がチェックされる。
【００４２】
当該情報制御表示手段１０Ａにおける表示情報内容Ｄ INを記録する場合はステップＡ５に
移行する。表示情報内容Ｄ INを記録しない場合はステップＡ７に移行する。情報制御表示
手段１０ＡではステップＡ５で情報処理装置１の入力操作機能に基づいて現在どの情報制
御表示手段１０Ａ、１０、１０Ｃによる画像を注目しているかが判別される。注目画像は
表示情報内容Ｄ INに付加された被識別情報を情報制御表示手段１０Ａ等で検出することに
より見出される。被識別情報が付加された表示情報内容Ｄ INが注目画像であり、被識別情
報が付加されていない表示情報内容Ｄ INが非注目画像である。
【００４３】
そして、ステップＡ６に移行して情報制御表示手段１０Ａでは当該注目画像に係る被識別
情報を時間情報に結合して記録するように情報作成装置５が制御される。情報作成装置５
では情報制御表示手段１０Ａによって表示される表示情報内容Ｄ INを時間情報と共に記録
して電子情報内容Ｄ OUTを作成するようになされる。この電子情報内容Ｄ OUTには動画像を
含める場合もある。
【００４４】
ステップＡ７ではシステム参加者の終了判断に基づいて情報処理装置１による情報制御表
示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃや情報作成装置５の遠隔制御を終了する。情報制御表示手
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段１０Ａでは電源オフ情報を検出して情報処理を終了する。これらの遠隔制御を終了しな
い場合はステップＡ２に戻り、上述のステップＡ２～Ａ６を繰り返すようになされる。
【００４５】
このように、本発明に係る実施形態としてのネットワーク情報処理システム１００によれ
ば、情報処理装置１、情報作成装置５及び情報制御表示手段１０Ａが通信手段４により接
続され、この情報制御表示手段１０Ａは情報処理装置１の入力操作機能に基づいて現在、
資料発表者等がどの情報制御表示手段１０Ａによる画像を注目しているかを判別し、当該
注目画像に係る被識別情報を時間情報に結合して記録するように情報作成装置５を制御す
るようになされる。
【００４６】
従って、当該情報作成装置５によって作成された電子情報内容Ｄ OUTの再生時に被識別情
報に基づいて注目画像を他に比べて輪郭を強調するような表示処理をすることができるの
で、再生映像のうちどの画面を情報制御表示手段１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃにおける表示時
点での最も注目すべきものであるかを視聴者に知らしめることができる。
【００４７】
これにより、当該ネットワーク情報処理システム１００を応用してネットワーク電子会議
システムや、ネットワーク教育システム、ネットワークゲームシステム等を構築すること
ができる。
【００４８】
（２）第１の実施例
図３は本発明に係る第１の実施例としての電子会議システム１０１の構成例を示すイメー
ジ図である。
この実施例ではネットワーク情報処理システムの一例となるネットワーク電子会議システ
ム１０１を構築し、情報処理装置の入力操作機能に基づいて現在どの情報制御表示手段に
よる画像を注目しているかを判別し、当該注目画像に係る被識別情報を時間情報に結合し
て情報作成装置に記録できるようにしたものである。
【００４９】
図３に示すネットワーク電子会議システム１０１はネットワークを利用したプレゼンテー
ションシステムであって、１つの会議室等に情報作成装置の一例となるクリエータ５及び
情報制御表示手段の一例となるプレゼンテーション装置１０を配置すると共に、その会議
室内に情報処理装置の一例となる複数のノートパソコンＰＣｉ（ｉ＝１～ｎ）が準備され
る。
【００５０】
このクリエータ５及びプレゼンテーション装置１０とは通信手段の一例となる集線接続器
（以下でＨＵＢという）９Ａ，９Ｂ，９Ｃ及び有線ＬＡＮを構成する通信ケーブル４０等
により接続される。ＨＵＢ９Ａ，９Ｂ，９Ｃは通信ケーブル４０に接続されている。
【００５１】
このプレゼンテーション装置１０と各々ノートパソコンＰＣｉとを通信手段の一例となる
アクセスポイント６及び無線ＬＡＮにより接続し、これらのノートパソコンＰＣｉから操
作指示に基づいてプレゼンテーション装置１０を遠隔制御するようになされる。
【００５２】
つまり、ノートパソコンＰＣｉからプレゼンテーション装置１０へネットワーク経由でア
クセスすることでネットワーク電子会議システム１０１が構築される。この電子会議シス
テム１０１は、当該システム１０１単独で機能する場合もあるし、他の同様のシステムと
リモート接続して使用される場合もある。
【００５３】
このシステム１０１で会議参加者はネットワークに接続可能なノートパソコンＰＣｉを使
用する。ノートパソコンＰＣｉはＧＵＩ機能を有しており、このＧＵＩ機能及びマウス操
作機能を利用して任意の情報を処理するようになされる。ノートパソコンＰＣｉには液晶
ディスプレイ１１が備えられ、ＧＵＩ画面等の操作画面が表示される。当該ネットワーク
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電子会議システム１０１に参加する場合は専用のアプリケーションがノートパソコンＰＣ
ｉにインストールされる。
【００５４】
このシステム１０１でプレゼンテーション装置１０が準備されるが、プレゼンテーション
装置１０はプレゼンテーション資料表示用のプロジェクタ２やパーソナルコンピュータ（
パソコン）機能付きのコミュニケータ３等から構成される。もちろん、プロジェクタ２に
当該コミュニケータ機能を内蔵したネットワーク対応型の表示装置を使用してもよい。
【００５５】
この例でＨＵＢ９Ｃにはコミュニケータ３が接続されており、ノートパソコンＰＣｉから
転送される資料情報等に基づいてプレゼンテーション用の画像の表示制御をするようにな
される。つまり、コミュニケータ３ではノートパソコンＰＣｉから遠隔操作指示に基づい
てプロジェクタ２及びクリエータ５の入出力制御を含むネットワーク情報処理を支援する
ようになされる。この他に主コミュニケータ３では会議参加者が使用するノートパソコン
ＰＣｉを管理するようになされる。
【００５６】
プロジェクタ２ではノートパソコンＰＣｉから転送される資料情報に基づいてプレゼンテ
ーション用の映像が表示される。プロジェクタ２はＲＧＢ信号に基づいて白壁等にカラー
の映像を投影するようになされる。このプロジェクタ２の代わりにフラットパネルディス
プレイ等を使用してもよい。フラットパネルディスプレイには表示大画面化が可能なプラ
ズマディスプレイ等が使用される。
【００５７】
この例で動画・音声入力装置の一例となるＬＡＮ接続で制御可能なＴＶ会議装置（例えば
、ＰＣＳ－１６００）７が備えられ、ノートパソコンＰＣｉから転送される資料情報以外
の少なくとも、会議室内の動画映像及び音声情報を取得するようになされる。ＴＶ会議装
置７はビデオカメラ７ａと、音声入力装置としてのマイク７ｂを有している。この例でＴ
Ｖ会議装置７はクリエータ５に直接接続され、そしてクライアントのノートパソコンＰＣ
ｉからの指示に従ってその動作モードが制御できるように構成されている。
【００５８】
上述のＨＵＢ９Ａ及びＴＶ会議装置７にはクリエータ５が接続されており、プロジェクタ
２によって表示される表示情報内容Ｄ INや、ＴＶ会議装置７で取得された動画映像及び音
声情報を時間情報と共に記録して電子情報内容Ｄ OUTを作成するようになされる。電子会
議内容を議事録にして保存するためである。クリエータ５では表示情報内容Ｄ INを編集し
てデータストリーム化し電子情報内容Ｄ OUTを作成するようになされる。議事録をネット
配信するためである。
【００５９】
これらのコミュニケータ３及びクリエータ５は通信ケーブル４０によって接続されるが、
当該システム１０１ではＨＵＢ９Ｂにはアクセスポイント６が接続されており、ノートパ
ソコンＰＣｉに取り付けられた無線ＬＡＮカード４Ａとの間で無線通信処理をするように
なされる。もちろん、通常の通信ケーブルを用いて有線通信処理をしてもよい。これらを
組み合わせてネットワークを構成してもよい。また、コミュニケータ３に無線ＬＡＮ機能
を設け、ノートパソコンＰＣｉの各々に取り付けられた無線ＬＡＮカード４Ａとの間で直
接アクセスするような無線通信処理をしてもよい（Ｐｅｅｒ　ｔｏ　Ｐｅｅｒモード）。
【００６０】
続いて、コミュニケータ３の内部構成例について説明をする。図４はコミュニケータ３の
内部構成例を示すブロック図である。
図４に示すコミュニケータ３はパソコン機能を有しており、ノートパソコンＰＣｉのマウ
ス操作によって情報処理をするものである。コミュニケータ３はデータバス３６を有して
おり、このデータバス３６にはディスプレイアダプタ３１、ＣＰＵ３２、ワーク用のＲＡ
Ｍ３３、データ格納装置３４、ネットワークアダプタ３５等が接続される。
【００６１】
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ディスプレイアダプタ３１はプレゼンテーション用の資料を処理して、ＲＧＢ信号を作成
する機能を有している。このプレゼンテーション用の資料に基づくＲＧＢ信号はプロジェ
クタ２に出力される。ワーク用のＲＡＭ３３はプライベートＩＰアドレスやプレゼンテー
ション用の資料に係る転送情報を一時記憶するようになされる。
【００６２】
データ格納装置３４は図示しないハードディスク（ＨＤＤ）、ＲＯＭ及びＲＡＭから構成
されている。ハードディスクにはプレゼンテーション用の資料を格納するようになされる
。ＲＯＭには電子会議システム１０１を支援するための制御プログラム（以下システム支
援制御プログラムという）が記述されている。システム支援制御プログラムはＣＰＵ３２
を動作させるための基本ソフトウェアやプレゼンテーションデータを処理するプログラム
から構成されている。
【００６３】
ネットワークアダプタ３５ではノートパソコンＰＣｉからプレゼンテーションデータや各
種コマンドの送受信を行うようになされる。ネットワークアダプタ３５はＨＵＢ９Ｃに接
続される。コミュニケータ３に無線ＬＡＮ機能を設ける場合にはネットワークアダプタ３
５に無線ＬＡＮカード４Ｂが取り付けられる。
【００６４】
ＣＰＵ３２はシステム支援制御プログラムに基づいてディスプレイアダプタ３１、ワーク
用のＲＡＭ３３、データ格納装置３４、ネットアダプタ３５等の入出力を制御するように
なされる。各種プログラムを処理するためである。ＣＰＵ３２ではノートパソコンＰＣｉ
から転送される資料情報等に基づいてプレゼンテーション用の画像の表示制御をするよう
になされる。つまり、ＣＰＵ３２はノートパソコンＰＣｉから遠隔操作指示に基づいてプ
ロジェクタ２及びクリエータ５の入出力制御を含むネットワーク情報処理を支援するよう
になされる。この他にＣＰＵ３２では会議参加者が使用するノートパソコンＰＣｉを管理
するようになされる。
【００６５】
続いて、クリエータ５の内部構成例について説明をする。図５はクリエータ５の内部構成
例を示すブロック図である。
図５に示すクリエータ５は所望の表示情報内容Ｄ INを時間情報と共に記録して電子情報内
容Ｄ OUTを作成する装置であり、データバス２６を有している。データバス２６にはＣＰ
Ｕ２１、ワーク用のＲＡＭ２２、記憶装置２３、ネットワークアダプタ２４及び動画・音
声入力端子２５が接続されている。
【００６６】
ワーク用のＲＡＭ（例えばハードディスク）２２は送受信した情報（動画や静止画などの
情報）を処理するために動画・音声情報及び制御プログラムを一時記憶するようになされ
る。記憶装置２３はプレゼンテーション資料に係る表示情報内容Ｄ INを時間情報と共に記
録する他に、動画・音声情報等およびそれらを処理するための制御プログラムを記憶する
ようになされる。
【００６７】
ＣＰＵ２１は制御装置の一例であり、各種プログラムを処理する他に、記憶装置２３に記
録された表示情報内容Ｄ INに関し 識情報に基づいて注目画像に係る表示情報内容Ｄ IN
を選択して送出するようになされる 別情報は予め表示情報内容Ｄ INに自動付加又はマ
ニュアル付加操作するようになされる。
【００６８】
ＣＰＵ２１で 識情報に基づいて表示情報内容Ｄ INの中から注目画像を自動選択して編
集する。ＣＰＵ２１は編集後の表示情報内容Ｄ INをデータストリーム化して会議コンテン
ツ等の電子情報内容Ｄ OUTを作成するようになされる。このようにすると、データストリ
ーム形式の電子情報内容Ｄ OUTを一斉に複数のクライアントＰＣや、コミュニケータ３へ
配信（ブロードキャスト）することができる。
【００６９】
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データバス２６には動画・音声入力端子（Ｉ／Ｏインタフェース）２５が接続されており
、ＴＶ会議装置７を接続して、このＴＶ会議装置７から動画および音声情報を受信するよ
うになされる。なお、ネットワークアダプタ２４はコミュニケータ３と接続するために使
用される。
【００７０】
このようにＣＰＵ２１は上述したようにコミュニケータ３で表示されているプレゼンテー
ション資料に関する情報を記録する他、電子会議に出席した出席者の情報（ＩＰアドレス
や顔写真などの情報）などコミュニケータ３から転送される情報、さらには動画・音声情
報などを記録するようになされる。そして、記録終了と共に会議の議事録とも言える会議
コンテンツを自動的に生成するようになされる。
【００７１】
上述したクリエータ５およびＴＶ会議装置７に対する制御は複数の会議参加者のノートパ
ソコンＰＣｉが存在する場合、その内の１台のクライアントのノートパソコンＰＣｉによ
って制御される。つまり書記役のノートパソコンＰＣｉ（以下、「記録者用クライアント
ＰＣ」という）によって管理されることになる。記録者用クライアントＰＣとなるために
は、クリエータ５に対する操作画面として使用されるコントロール（ＣＯＮＴＲＯＬ）画
面を開ければよい。
【００７２】
図６は記録者用クライアントＰＣにおけるＧＵＩ画面５０の表示例を示すイメージ図であ
る。図７はそのメニュー画面の表示例、図８はそのコンテンツマネージャー画面の表示例
を各々示すイメージ図である。
【００７３】
図６に示す表示画面はクライアントのノートパソコンＰＣｉで横方向に分割されたほぼ３
つの表示画面から構成される。その中央部には基本画面５０ａが表示され、その右側には
会議に参加している参加者に関する情報を表示した参加者画面５０ｂが表示され、基本画
面５０ａの左側にはクリエータ５をコントロールするコントロール画面５０ｃが表示され
る。そして画面最下部には横長のメモ画面５０ｄが表示される。
【００７４】
この基本画面５０ａの上部側には、当該電子会議システム１０１に接続されているネット
ワーク構成用の電子機器のアイコンが表示される。図６の例ではクリエータ５のアイコン
Ｋ１、コミュニケータ３のアイコンＫ２などが表示されている。また、ＴＶ会議装置７用
のアイコンＫ３も表示されている。
【００７５】
基本画面５０ａの下部側はファイルのリスト欄として使用され、ここにはプレゼンターと
して機能するクライアントのノートパソコンＰＣｉに蓄積されているファイル名Ｒ１が表
示されている。参加者画面５０ｂには、参加者の顔写真、参加者が所有しているクライア
ントＰＣｉのプライベートＩＰアドレスなどが表示される。
【００７６】
コントロール画面５０ｃは、その最上部が映像表示部となされ、ビデオカメラ７ａで撮像
された映像が動画として表示される。その中央部は帯状の表示エリアであって、ファンク
ションキーを含む複数のソフトキー操作部であり、その最下部が題名などの入力部となさ
れている。ソフトキー操作部には、記録（ＲＥＣ）キーＫ４、停止（ＳＴＯＰ）キーＫ５
、一時停止（ＰＡＵＳＥ）キーＫ６の他に、記録中重要な映像個所にマークをつけるため
のマーク（ＭＡＲＫ）キーＫ７、メモ画面を開くためのメモ（ＭＥＭＯ）キーＫ８および
プロジェクタ２に表示されている静止画情報（プレゼンテーション資料）を保存するため
のキャプチャ（ＣＡＰＴＵＲＥ）キーＫ９などが表示されている。
【００７７】
クライアントＰＣｉからコミュニケータ３にログオンすると、その表示画面上には基本画
面５０ａのみが表示される。ファイル名Ｒ１中のファイルリストをコミュニケータ３のア
イコンＫ１にドラッグ＆ドロップ（Ｄｒｕｇ＆Ｄｒｏｐ）することで、そのファイルデー
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タ（プレゼンテーション資料）がコミュニケータ３に転送され、プロジェクタ２に表示さ
れてプレゼンテーションすることができる。ただし、これはプレゼンターの資格を得たク
ライアントのノートパソコンＰＣｉで操作した場合である。
【００７８】
また、基本画面５０ａのアテンディ（Ａｔｔｅｎｄｅｅ）ボタンＫ１０を押すと、図６で
右側に示すような参加者画面５０ｂが表示される。そして、クリエータアイコンＫ１を右
クリックすると、図７に示すようなメニュー画面が表示され、そのメニュー画面の中から
「コントロール」を選択すると、図６に示したコントロール画面５０ｃが表示される。コ
ントロール画面の中からＭＥＭＯキーＫ８を操作すると、図６でＧＵＩ画面５０の下方に
はメモ画面５０ｄが表示され、ここに文章などを入力できる。メモ画面５０ｄは４～６行
分のスペースがとられている。
【００７９】
図７に示したメニュー画面より「コンテンツマネージャー」を選択すると、図８に示すよ
うなコンテンツマネージャー画面５０ｅが表示される。コンテンツマネージャー画面５０
ｅにはクリエータ５に保存されているリストメニューが表示される。図８に示すコンテン
ツマネージャー画面５０ｅには、クリエータ５内に保存されているコンテンツリストＲ２
が表示される他、選択されたコンテンツリストＲ２に対する動作モード選択用のソフトキ
ーが表示される。
【００８０】
このシステム１０１では、選択されたコンテンツを再生するレビュー（Ｒｅｖｉｅｗ）キ
ーＫ１１、選択されたコンテンツをクライアントＰＣｉに転送するクライアント転送キー
（Ｄｏｗｎｌｏａｄ　ｔｏ　Ｍｙ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒキー）Ｋ１２、選択されたコンテン
ツをサーバ装置へ転送するサーバ転送キー（Ｕｐｌｏａｄ　ｔｏ　Ｓｅｒｖｅｒキー）Ｋ
１３、選択されたコンテンツの詳細情報を見るための詳細キー（Ｓｈｏｗ　Ｃｏｎｔｅｎ
ｔｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎキー）Ｋ１４、選択されたコンテンツを消去するためのデ
ィレート（Ｄｅｌｅｔｅ）キーＫ１５などが表示されている。
【００８１】
図９はプロジェクタ２における映像切り換え例を示すイメージ図である。図９に示す５枚
の映像（宇宙）は資料発表者（クライアント）がノートパソコンＰＣｉを使ってプロジェ
クタ２上での表示画面を切り替えた例である。
【００８２】
Ｐａｇｅ１は宇宙空間を示す表示画面内の右下部に円形の星（ＰＬＡＮＥＴ）をイメージ
した映像である。Ｐａｇｅ２は表示画面内の左上部に星形が表示されると共に、星形の下
方にＹ＝ＡＸ＋Ｂの式を表示した映像である。Ｐａｇｅ３は表示画面の中央部にロケット
をイメージした映像である。
【００８３】
Ｐａｇｅ４は表示画面内の右下部に円形の太陽（ＳＵＮ）をイメージした映像である。Ｐ
ａｇｅ５は表示画面内の左上部に星形が表示されると共に、星形の下方にＹ＝ＣＸ－Ｄの
式を表示した映像である。
【００８４】
図９に示す表示切替タイミング▲１▼～▲５▼はクライアントのノートパソコンＰＣｉか
らコミュニケータ３を経由してプロジェクタ２に指示されるものである。この表示切替タ
イミング▲１▼～▲５▼でプロジェクタ２における５枚の映像が切り替わり、その時点で
コミュニケータ３によりキャプチャされた、５枚の映像（表示情報内容：ＪＰＥＧファイ
ル）がクリエータ５に記録するようになされる。
【００８５】
図１０はクリエータ５における５枚の映像をデータストリーム化した例である。図１０に
示す５枚の映像は時間情報と共に記録された表示情報内容Ｄ INを１つのデータストリーム
にして再生したものである。この例では時間情報＝００：０１：５０と共に表示切替タイ
ミング▲１▼で宇宙空間を示す映像のＰａｇｅ１が表示される。

10

20

30

40

50

(13) JP 3948264 B2 2007.7.25



【００８６】
同様にして、時間情報＝００：０２：１１と共に表示切替タイミング▲２▼でＰａｇｅ２
の映像が表示され、時間情報＝００：０３：３０と共に表示切替タイミング▲３▼でＰａ
ｇｅ３の映像が表示され、時間情報＝００：０４：０２と共に表示切替タイミング▲４▼
でＰａｇｅ４の映像が表示され、時間情報＝００：０４：４７と共に表示切替タイミング
▲５▼でＰａｇｅ５の映像が表示される。Ｐａｇｅ５の映像は時間情報＝００：０６：２
８まで表示が継続された例である。
【００８７】
これらの５枚の映像（表示情報内容Ｄ IN）をクリエータ５で時間情報と共に記録すること
により、１つのデータストリームにした電子情報内容（コンテンツ）Ｄ OUTを作成するこ
とができる。
【００８８】
続いて、ネットワーク電子会議システム１０１における処理例について説明をする。図１
１はネットワーク電子会議システム１０１における処理例を示すフローチャートである。
この実施例では会議の発表者はプレゼンテーション用の文書ファイルや画像ファイルをノ
ートパソコンＰＣｉからネットワーク経由でコミュニケータ３に転送する。この画像ファ
イルの転送によって、プレゼンテーション用資料をプロジェクタ２に表示するようになさ
れる。また、発表者は、コミュニケータ３に対して、マウスの操作権を得る操作を行い、
プロジェクタ２の表示画面上にアイコン表示させながら説明するようになされる。
【００８９】
これを処理条件にして、図１１に示すフローチャートのステップＳ１で、会議参加者のノ
ートパソコンＰＣｉを用いて電子会議用アプリケーションソフトウエアを起動し、コミュ
ニケータ（若しくは主コミュニケータ）３にログオンする。
【００９０】
この場合、最初の会議参加者がパスワードを設定し、それ以降の参加者はそのパスワード
を入力することでその会議に参加することができる。パスワードは予めその電子会議シス
テムに決められた固有の値ではないので、パスワードを忘れたり、間違って電子会議シス
テムを起動できないような不都合な問題をなくすことができる。
【００９１】
　その後、ステップＳ２に移行して会議参加者がクリエータ５を操作する画面であるコン
トロール画面５０ｃを開くと、そのクライアントだけが記録者クライアントＰＣとなる（
図 参照）。ノートパソコンＰＣｉのＧＵＩ画面５０上で、図６に示したクリエータ５の
アイコンＫ１を右クリックし、表示されたメニューから「コントロール」を選択すると、
コントロール画面５０ｃが表示される。
　そして、ステップＳ３に移行してコントロール画面のＲＥＣキーＫ４を押すと、ＴＶ会
議装置７が起動されて会議の映像記録を開始する。
【００９２】
また、コントロール画面５０ｃでＭＥＭＯキーＫ８を押すと、図６に示したようなメモ画
面５０ｄが開きテキストの入力が可能になる。同図のＳＥＮＤキーＫ１７を押すと、入力
したテキストがクリエータ５内に取り込まれる。
【００９３】
その後、ステップＳ４に移行してノートパソコンＰＣｉのファイルリストＲ１からプレゼ
ンテーション資料を表示したいプロジェクタ２のアイコンＫ２にドラッグ＆ドロップする
と、プロジェクタ２の画面上にファイルリストで選択されたプレゼンテーション資料が表
示される。これと同時にこのプレゼンテーション資料およびページ切り替え情報などがク
リエータ５内のワーク用のＲＡＭ２２に保存される。
【００９４】
例えば、コミュニケータ３上で図９に示したような表示切替タイミング▲１▼で宇宙空間
を示す映像のＰａｇｅ１が表示され、表示切替タイミング▲２▼でＰａｇｅ２の映像が表
示され、表示切替タイミング▲３▼でＰａｇｅ３の映像が表示され、表示切替タイミング
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▲４▼でＰａｇｅ４の映像が表示され、表示切替タイミング▲５▼でＰａｇｅ５の映像が
表示される。
【００９５】
このように画面の表示が切り替わった場合、そのタイミングで表示されている画像をキャ
プチャして、例えば、ＪＰＥＧファイル化してクリエータ５に転送するようになされる。
クリエータ５では、プレゼンテーション（発表者の）ビデオ映像、音声情報と共に、クリ
エータ５の持つ時間情報、すなわち、表示切替タイミング▲１▼に対して時間情報＝００
：０１：５０、表示切替タイミング▲２▼に対して時間情報＝００：０２：１１、表示切
替タイミング▲３▼に対する時間情報＝００：０３：３０、表示切替タイミング▲４▼に
対する時間情報＝００：０４：０２、表示切替タイミング▲５▼に対する時間情報＝００
：０４：４７とリンクさせて、５枚の映像を記録するようになされる。
【００９６】
そして、ステップＳ５に移行して記録を終了する時は、コントロール画面でＳＴＯＰキー
Ｋ５を押す。その際、記録者側ノートパソコンＰＣｉには図１２に示すような保存確認画
面Ｐ１が表示される。保存処理以外はその内容が消去される。保存操作を行うと、ステッ
プＳ６に移行して会議コンテンツが自動的に生成される。
【００９７】
つまり、ステップＳ６ではコミュニケータ３からの静止画情報とＴＶ会議装置７からの動
画・音声情報に基づいて会議コンテンツが生成される。このとき、クリエータ５では図１
０に示したような５枚の映像を１つのデータストリームにした電子情報内容Ｄ OUTが作成
される。この５枚の映像を含む会議コンテンツはインターネットのようなネットワークを
介して参照できるようにするため、ファイルデータはＨＴＭＬ変換される。
【００９８】
その後、ステップＳ７で会議コンテンツの生成が完了すると、コンテンツマネージャー画
面５０ｅが表示される。この画面５０ｅでは、クリエータ５内に保存されている会議コン
テンツを確認することができる（図８参照）。
【００９９】
そして、ステップＳ８で、このコンテンツマネージャー画面５０ｅから見たい会議コンテ
ンツを選択することで、その内容を再生できる。内容が確認されたコンテンツはステップ
Ｓ９で図示しないサーバ装置に転送することで保存される。
【０１００】
また、ステップＳ８で会議コンテンツを再生し、その内容を編集したいときには、ステッ
プＳ１０に移行してコンテンツマネージャー画面５０ｅを操作することにより、その会議
コンテンツをノートパソコンＰＣｉ側に転送して、既知の編集ソフトで編集することがで
きる。
【０１０１】
編集後のサーバコンテンツはステップＳ９で図示しないサーバ装置に転送して保存される
。これにより、ステップＳ１１で記録者のノートパソコンＰＣｉからは図示しないサーバ
装置上の会議コンテンツを再生することができる。
【０１０２】
（３）第２の実施例
図１３は本発明に係る第２の実施例としてのネットワーク電子会議システム１０２の構成
例を示すイメージ図である。
この実施例では複数の資料を同時に３台のプレゼンテーション装置１０Ａ，１０Ｂ，１０
Ｃを使用してネットワーク会議を進行させる場合を想定したものである。資料発表者又は
発表者を補助する者は、対応するコミュニケータに発表資料のファイルを転送するように
なされる。
【０１０３】
図１３に示すネットワーク会議システム１０２は図３に示したシステム１０１にプレゼン
テーション装置１０Ｂ，１０Ｃを追加して構成するようになされる。プレゼンテーション
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装置１０Ａは主コミュニケータ３Ａ及びプロジェクタ２Ａから構成され、プレゼンテーシ
ョン装置１０Ｂは副コミュニケータ３Ｂ及びプロジェクタ２Ｂから構成され、プレゼンテ
ーション装置１０Ｃは副コミュニケータ３Ｃ及びプロジェクタ２Ｃから構成される。
【０１０４】
主コミュニケータ３ＡはＨＵＢ９Ｃに接続され、副コミュニケータ３ＢはＨＵＢ９Ｄに接
続され、副コミュニケータ３ＣはＨＵＢ９Ｅに接続されており、ＨＵＢ９Ｄ，９ＥはＨＵ
Ｂ９Ａ～９Ｂと共にＬＡＮを構成する通信ケーブル４０に接続されている。複数の資料を
３台のプロジェクタ２Ａ～２Ｃに同時に表示できるようにするためである。
【０１０５】
資料発表者は主コミュニケータ３Ａ、副コミュニケータ３Ｂ又は３Ｃに対してプレゼンテ
ーション用の文書ファイルや画像ファイルを転送することで、主コミュニケータ３Ａに接
続されているプロジェクタ２Ａ、副コミュニケータ３Ｂに接続されているプロジェクタ２
Ｂ又は副コミュニケータ３Ｃに接続されているプロジェクタ２Ｃでプレゼンテーション用
の資料を表示するようになされる。
【０１０６】
このシステム１０２で資料発表者またはその補助者は説明する画面上にマウスカーソルを
表示させて、画面上の説明している部分を指し示すことができる（リモートカーソル機能
）。このリモートカーソル機能は、クライアントＰＣ側でリモートマウスの操作権（以下
で単にマウス操作権という）を取得する操作を行うと、そのクライアントＰＣのマウス８
の動きが発表画面上に再現される。
【０１０７】
図１４Ａ～Ｃはプロジェクタ２Ａ～２Ｃにおける表示切替え例を示すイメージ図である。
図１４Ａ～Ｃに示す表示切替え例によれば、複数の資料を同時に表示しながらプレゼンテ
ーションを進行する場合、資料発表者（クライアント）はノートパソコンＰＣｉを使用し
て５枚の映像（宇宙）をプロジェクタ２Ａ～２Ｃ上で表示替え操作するようになされる。
【０１０８】
図１４Ａに示すプロジェクタ２Ａにおいて、表示切替えタイミング［１－１］でＰａｇｅ
１には、宇宙空間を示す表示画面と共にその画面内の右下部に円形の星（ＰＬＡＮＥＴ）
をイメージした映像が表示される。また、表示切替えタイミング［１－２］でＰａｇｅ２
には、表示画面内の右下部に円形の太陽（ＳＵＮ）をイメージした映像が表示される。
【０１０９】
同様にして、図１４Ｂに示すプロジェクタ２Ｂにおいて、表示切替えタイミング［２－１
］でＰａｇｅ１には、表示画面内の左上部に星形が表示されると共に、星形の下方にＹ＝
ＡＸ＋Ｂの方程式を表示した映像が表示される。また、表示切替えタイミング［２－２］
でＰａｇｅ２には、表示画面内の左上部に星形が表示されると共に、星形の下方にＹ＝Ｃ
Ｘ－Ｄの方程式を表示した映像が表示される。
【０１１０】
更に、図１４Ｃに示すプロジェクタ２Ｃにおいて、表示切替えタイミング［３－１］でＰ
ａｇｅ１には、表示画面の中央部にロケットをイメージした映像が表示される。このよう
に、３台のプロジェクタ２Ａ～２Ｃ上で画面が移り変わるようになされる。
【０１１１】
このようなプロジェクタ２Ａ～２Ｃの使用状況下でネットワーク会議の内容をクリエータ
５で記録する場合に、第１の実施例のようにコミュニケータ３Ａ上で画面の表示が切り替
わったことをクリエータ５へ通知し、そのときの表示画面に係る表示情報内容Ｄ INを時間
情報と共に記録するだけでは、現在資料発表者がどの画面を注目して説明しているかがわ
からない。
【０１１２】
そこで、第２の実施例では主コミュニケータ３Ａ等において、クライアントのノートパソ
コン（以下でクライアントＰＣという）の入力操作機能に基づいて資料発表者が現在どの
プロジェクタ２Ａ，２Ｂ又は２Ｃによる画像を注目しているかが判別され、注目画像フラ
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グ（Ｍ．Ｖ．Ｐ）ＦＧを時間情報に結合して記録するようにクリエータ５が制御される。
ここで注目画像フラグＦＧとは被識別情報の一例であり、プロジェクタ２Ａ，２Ｂ又は２
Ｃにおける表示画面に関して現在表示されている映像が当該注目画像であるか否かを識別
する情報をいう。つまり、注目画像フラグＦＧは資料発表者又はその補助者がどの画面に
ついて説明しているのかを明示するものである。
【０１１３】
このシステム１０２でプロジェクタ２Ａ～２Ｃ又は／及びクライアントＰＣで静止画を表
示する場合であって、主コミュニケータ３Ａ等ではクライアントＰＣによって静止画表示
切り替え操作される毎に注目画像フラグＦＧを表示情報内容Ｄ INに自動付加するようにな
される。静止画の表示切り替え時には、切替後の画像に注目する割合が高くなるからであ
る。
【０１１４】
また、クライアントＰＣでコミュニケータ３Ａ、３Ｂ又は３Ｃの一つを情報制御する権利
をマウス操作権としたとき、このクライアントＰＣはマウス操作権を主コミュニケータ３
Ａから副コミュニケータ３Ｂ又は３Ｃへ移動する毎に注目画像フラグＦＧを表示情報内容
Ｄ INに自動付加するようになされる。主コミュニケータ３Ａから副コミュニケータ３Ｂ又
は３Ｃへのマウス操作権の移動時には、移動先のプロジェクタ２Ｂ又は２Ｃ等による画像
に注目する割合が高くなるからである。
【０１１５】
このシステム１０２ではクライアントＰＣのＧＵＩ機能を使用して当該注目画像に係る注
目画像フラグＦＧを表示情報内容Ｄ INに付加するようになされる（マニュアル付加操作）
。マニュアル付加操作では資料発表者又はその補助者がプロジェクタ２Ａ，２Ｂ又は２Ｃ
において、プレゼンテーションを進行中であって、該当画面の説明時に注目画像フラグＦ
Ｇを表示情報内容Ｄ INに付加することができる。このような注目画像フラグＦＧを予め付
加しておくと、プレゼンテーション資料情報の編集作成の際に、複数の表示情報内容Ｄ IN
（静止画）の中から、注目画像フラグＦＧが付加された注目画像を自動的に選択できるよ
うになる。
【０１１６】
図１３に示したクリエータ５ではプロジェクタ２Ａ～２Ｃによって表示される表示情報内
容Ｄ INを時間情報と共に記録して電子情報内容Ｄ OUTを作成するようになされる。第２の
実施例のクリエータ５では第１の実施例に比べて次の機能が付加される。例えば、図５に
示したＣＰＵ２１において、記憶装置２３から表示情報内容Ｄ INを読み出し、この表示情
報内容Ｄ INに関して予め自動付加又はマニュアル付加操作された注目画像フラグＦＧに基
づいて注目画像に係る表示情報内容Ｄ INを自動選択又はマニュアル選択して編集する。Ｃ
ＰＵ２１は編集後の表示情報内容Ｄ INをデータストリーム化して電子情報内容Ｄ OUTを作
成するようになされる。
【０１１７】
このようにすると、表示情報内容Ｄ INの中から最も注目すべき電子情報内容Ｄ OUTを集め
てデータストリーム化することができる。この電子情報内容Ｄ OUTの再生時には注目画像
フラグＦＧに基づいて注目画像を他に比べて輪郭を強調するような表示処理をすることが
できる。
【０１１８】
クリエータ５ではデータストリーム化された電子情報内容Ｄ OUTをリアルタイムに他の遠
隔地等他のシステムのコミュニケータ又はクライアントＰＣへ配信（ブロードキャスト）
するようになされる。
【０１１９】
次に、複数の画面のうち現在資料発表者によって説明に供されている画面（注目画像）に
自動的にマークする方法について説明する。図１５は３つのプロジェクタ２Ａ～２Ｃ間に
おけるマウス操作権の移動例及び注目画像フラグＦＧの関係例を示すイメージ図である。
【０１２０】

10

20

30

40

50

(17) JP 3948264 B2 2007.7.25



この実施例ではプレゼンテーションの表示情報内容Ｄ INを記録する際に、複数の画面のう
ち、注目すべき画面をマークする機能を備え、電子情報内容Ｄ OUTの再生、編集時にその
注目画像フラグＦＧを利用するようにしたものである。
【０１２１】
この例では、
▲１▼　各プロジェクタ２Ａ～２Ｃに表示される画像ファイルのページを切り替えたとき
、
▲２▼　対応するプレゼンテーション資料にマウス操作権を移動させたときに、その表示
情報内容Ｄ INに注目画像フラグＦＧが付加され、注目すべき画面にマークするようになさ
れる。
▲３▼　マウス操作権がその画像に移動してから注目画像フラグＦＧがそのプロジェクタ
２Ａ等に滞在するフラグ許容滞在時間をＴｄｉｓｐと定義する。
【０１２２】
これを前提にして、図１５には３つのプロジェクタ２Ａ，２Ｂ，２Ｃにおける動作例を示
している。この例では画像が更新された場合及びマウス操作権を移動した場合（マウスコ
ントロール期間：ＭＯＵＳＥ　ＣＴＬ）を示している。
【０１２３】
図１５に示す各々のプロジェクタ２Ａ，２Ｂ，２Ｃにおいて、黒丸と黒丸との間で１枚の
映像が表示される。黒丸印は画像を更新したポイントであり、斜線バーは当該プロジェク
タにマウス操作権及び注目画像フラグＦＧが移動したことを示している。図１５に示す（
１）～（１１）は表示時点であり、（１）＜（２）＜（３）・・・＜（１１）の関係にあ
る。
【０１２４】
この例で、図１５に示すプロジェクタ２Ａにおける表示時点（１）、（７）では、注目画
像フラグＦＧを獲得していない状態であって、画面を更新した状態である。同様にして、
プロジェクタ２Ｂにおける表示時点（２）、（９）では、注目画像フラグＦＧを獲得して
いない状態であって、画面を更新した状態である。プロジェクタ２Ｃにおける表示時点（
３）、（８）では、注目画像フラグＦＧを獲得していない状態であって、画面を更新した
状態である。
【０１２５】
また、プロジェクタ２Ａにおける表示時点（４）ではマウス操作権が得られ、そのプロジ
ェクタ２Ａにフラグ許容滞在時間として一定のＴｄｉｓｐ（ｓｅｃ）間だけ注目画像フラ
グＦＧが設定される。この例でＴｄｉｓｐはマウス操作権が得られた表示時点（４）を起
点にして設定される。
【０１２６】
プロジェクタ２Ａのように表示時点（１）で画面を更新した直後に注目画像フラグＦＧが
設定される場合は、マウス操作権を得るまでのタイムラグを考慮してＴｄｉｓｐが設定さ
れる。これにより、注目画像フラグＦＧを占有する時間が延長される。
【０１２７】
また、プロジェクタ２Ｂにおける表示時点（５）ではマウス操作権が得られ、そのプロジ
ェクタ２ＢにはＴｄｉｓｐ（ｓｅｃ）間だけ注目画像フラグＦＧが設定される。プロジェ
クタ２Ｃにおける表示時点（６）ではマウス操作権が得られ、プロジェクタ２ＣにはＴｄ
ｉｓｐ（ｓｅｃ）間だけ注目画像フラグＦＧが設定される。なお、プロジェクタ２Ａにお
いて表示時点（１０）では、フラグ許容滞在時間Ｔｄｉｓｐを過ぎた後は注目画像フラグ
ＦＧを解放するようになされる。
【０１２８】
更に、図１５に示す表示時点（２）、（３）、（８）、（９）において、他のプロジェク
タ２Ｂ等が注目画像フラグＦＧを占有していた時に、画面を更新した時には、すぐには注
目画像フラグＦＧを獲得することはできない。この場合は、注目画像フラグＦＧを持って
いたプロジェクタ２Ｃ等のフラグ許容滞在時間Ｔｄｉｓｐを過ぎた時点で、プロジェクタ
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２Ａのように表示時点（７）で注目画像フラグＦＧを獲得するようになされる。
【０１２９】
また、図１５に示す表示時点（１１）において、複数のプロジェクタ２Ａ～２Ｃが注目画
像フラグＦＧを待たされている場合では、プロジェクタ２Ｂよりも先に画面を更新したプ
ロジェクタ２Ｃが注目画像フラグＦＧを獲得することができる。次に説明される画像の注
目度がプロジェクタ２Ｂに比べてプロジェクタ２Ｃの方が高いためである。
【０１３０】
なお、図１５に示すプロジェクタ２Ｂの表示時点（５）において、他のプロジェクタ２Ａ
や２Ｃ等が画像更新による注目画像フラグＦＧを持っていても、マウス操作権を得た時に
は、当該プロジェクタ２Ｂが注目画像フラグＦＧを獲得するようになされる。同様にして
、プロジェクタ２Ｃの表示時点（６）において、他のプロジェクタ２Ａや２Ｂ等が画像更
新による注目画像フラグＦＧを持っていても、マウス操作権を得た時には、当該プロジェ
クタ２Ｃが注目画像フラグＦＧを獲得するようになされる。
【０１３１】
ここで、各々のプロジェクタ２Ａ～２Ｃにおける注目画像フラグＦＧの取得有無をＡとし
、マウス操作権の取得有無をＢとし、画像更新時の待機順番をＣとしたとき、各々のプロ
ジェクタ２Ａ～２Ｃの内部ステータスをｍｓとすると、次式（１）で示される。なお、プ
ロジェクタ２Ａ～２Ｃに関しては以降でプロジェクタ番号ＰＪｉ（ｉ＝１～３）で表示す
る。
ｍｓ（ＰＪｉ）：［ＡＢＣ］・・・・・（１）
【０１３２】
この注目画像フラグＦＧに関して当該プロジェクタが取得している場合はＡ＝１で示し、
その取得をしていない場合はＡ＝０で示す。マウス操作権に関して当該プロジェクタが取
得している場合はＢ＝１で示し、その取得をしていない場合はＢ＝０で示す。画像更新時
の待機順番に関してはマウス操作権を待たされた順番を数字で示す。この例では速い順に
１、２、・・とし、それらのプロジェクタ２Ａ等が注目画像フラグＦＧを取得した場合に
は、１だけ数値を減らすようになされる。
【０１３３】
この（１）式で図１５に示した表示時点（１）～（１１）の各々のプロジェクタ２Ａ～２
Ｃにおけるステータスｍｓ（ＰＪｉ）の関係を表示すると次のようになる。各々のプロジ
ェクタ２Ａ～２Ｃで何も表示されていない場合は、これらのステータスｍｓ（ＰＪ１）～
ｍｓ（ＰＪ３）はいずれも［０００］である。プロジェクタ２Ａにおける表示時点（１）
のステータスｍｓ（ＰＪ１）は［１００］であり、表示時点（４）のステータスｍｓ（Ｐ
Ｊ１）は［１１０］であり、表示時点（５）のステータスｍｓ（ＰＪ１）は［０００］で
あり、表示時点（７）のステータスｍｓ（ＰＪ１）は［１００］であり、表示時点（１０
）のステータスｍｓ（ＰＪ１）は［０００］である。
【０１３４】
また、プロジェクタ２Ｂにおける表示時点（２）のステータスｍｓ（ＰＪ２）は［１０１
］であり、表示時点（５）のステータスｍｓ（ＰＪ２）は［１１０］であり、表示時点（
６）のステータスｍｓ（ＰＪ２）は［０００］であり、表示時点（９）のステータスｍｓ
（ＰＪ２）は［００２］である。
【０１３５】
更に、プロジェクタ２Ｃにおける表示時点（３）のステータスｍｓ（ＰＪ３）は［００２
］であり、表示時点（６）のステータスｍｓ（ＰＪ３）は［１１０］であり、表示時点（
８）のステータスｍｓ（ＰＪ３）は［００１］であり、表示時点（１１）のステータスｍ
ｓ（ＰＪ３）は［１００］である。注目画像フラグＦＧに関してはＦＧ＝ＡなのでＦＧ＝
１又はＦＧ＝０に書き換えるようにしてもよい。
【０１３６】
このように３台のプロジェクタ２Ａ～２Ｃの内部ステータスｍｓ（ＰＪｉ）：［ＡＢＣ］
をコミュニケータ３Ａ等のＣＰＵ３２又はクリエータ５のＣＰＵ２１で認識し自動判別す
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ることができる。ここで自動判別された注目画像フラグＦＧと時間情報とをリンクさせた
形で表示内容を記憶装置２３へ記録することができる。
【０１３７】
図１６はクライアントのノートパソコンＰＣｉにおけるコンテンツ再生画面５０ｆの表示
例を示すイメージ図である。この例ではプロジェクタ２又はクライアントＰＣにおいて、
電子情報内容Ｄ OUTを再生する場合であって、注目画像フラグＦＧに基づく注目画像に所
定色の被識別映像を合成するようになされる。
【０１３８】
図１６に示すコンテンツ再生画面５０ｆによれば、ＧＵＩ画面５０の中央部の上方にはプ
ロジェクタ２ＡのＰａｇｅ１の星の映像（Ｐｒｏｊｅｃｔｏｒ１）が表示され、中央部の
下方にはプロジェクタ２ＣのＰａｇｅ１のロケットの映像（Ｐｒｏｊｅｃｔｏｒ３）が表
示され、その左上部にはプロジェクタ２ＢのＰａｇｅ１の星＋方程式の映像（Ｐｒｏｊｅ
ｃｔｏｒ２）が表示される。３つの映像画面はノートパソコンＰＣｉの液晶ディスプレイ
１１に同時にカラー表示される。
【０１３９】
このコンテンツ再生画面５０ｆにおいて、注目画像フラグＦＧが付加された画像には、所
定色の被識別映像の一例となる黄色の表示枠１３で囲んだ表示がなされる。この黄色（図
中では斜線で表示）の表示枠１３で囲まれた画像を注視することで会議参加者は資料発表
者がどの画像に注目して説明しているのかを直ちに見出すことができる。
【０１４０】
図１７はクライアントのノートパソコンＰＣｉにおけるコンテンツ編集画面５０ｇである
。この例では注目画像フラグＦＧに基づく注目画像に所定色の枠映像又は／及び黄色のラ
イン映像を合成するようになされる。図１７に示すコンテンツ編集画面５０ｇによれば、
ＧＵＩ画面５０の中央部から下半分には３台のプロジェクタ２Ａ～２Ｃによる映像（Ｐｉ
ｃｔｕｒｅ）が表示される。この例では、Ｐｉｃｔｕｒｅ１の段には時間情報に基づいて
プロジェクタ２ＡによるＰａｇｅ１の星の映像、及びＰａｇｅ２の太陽の映像が表示され
る。
【０１４１】
Ｐｉｃｔｕｒｅ２の段には時間情報に基づいてプロジェクタ２ＢによるＰａｇｅ１の星と
Ｙ＝ＡＸ＋Ｂの方程式の映像、及びＰａｇｅ２の星とＹ＝ＣＸ－Ｄの方程式の映像が表示
される。Ｐｉｃｔｕｒｅ３の段には時間情報に基づいてプロジェクタ２ＣによるＰａｇｅ
１のロケットの映像が表示される。
【０１４２】
いずれのＰｉｃｔｕｒｅ１～３においても、横方向は時間軸であり、動画用のタイムスケ
ール（Ｍｏｖｉｅ）１６を示している。タイムスケール１６上には下向きの五角形記号か
ら成る編集用のマーカ１９が設けられている。Ｐｉｃｔｕｒｅ１～３において、先に説明
した注目画像フラグＦＧが示す画像の下方にはライン映像の一例となる黄色バー１７によ
る表示がなされている。この黄色バー１７は注目画像フラグＦＧが付加された画像におけ
るフラグ滞在時間Ｔｄｉｓｐであり、編集作業時に右クリック等の操作によって、削除、
移動などの修正処理を行うことができる。
【０１４３】
また、Ｐｉｃｔｕｒｅ３の下方にはＭｅｍｏのキーＫ１６が設けられ、このキーＫ１６の
横方向には各種アイコンキー列１８が並んでいる。このタイムスケール１６と各種アイコ
ンキー列１８との間には、Ｐｉｃｔｕｒｅ１～３の表示領域を跨ぐようにして所定色の枠
映像の一例となる左右に移動可能な黄色の表示枠１５が設けられている。この例ではＰｉ
ｃｔｕｒｅ１の段のプロジェクタ２ＡによるＰａｇｅ２の太陽の映像及びＰｉｃｔｕｒｅ
３の段のプロジェクタ２ＣによるＰａｇｅ１のロケットの映像に表示枠１５が跨って覆わ
れている。
【０１４４】
　この例では、Ｐｉｃｔｕｒｅ３のロケットの映像に比べてＰｉｃｔｕｒｅ１の太陽の映
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像の方が先にマウス操作権を取得されたことから、当該コンテンツ編集画面５０ｇの右上
部にはＰｉｃｔｕｒｅ１の太陽の映像を拡大した映像が表示される。Ｐｉｃｔｕｒｅ３の
ロケットの映像に関しては表示枠１５を更に右に移動して、当該表示枠１５からＰｉｃｔ
ｕｒｅ１の太陽の映像が切れた時点から、当該コンテンツ編集画面５０ｇの右上部にはＰ
ｉｃｔｕｒｅ１の太陽の映像からＰｉｃｔｕｒｅ３のロケットの映像へ表示が切り替わり
、拡大された の映像（Ｐｒｏｊｅｃｔｏｒ ）を表示するようになされる。
【０１４５】
この黄色バー１７による表示と表示枠１５との関係においては、表示枠１５が黄色バー１
７を含んでいる場合は、その黄色バー１５が付された映像が当該コンテンツ編集画面５０
ｇの右上部に拡大されて表示するようになされる。つまり、ノートパソコンＰＣｉにおい
て、表示枠１５を左右に移動することと、資料発表者が画像を注目することとを等価な関
係に表示制御することができる。
【０１４６】
続いて、ネットワーク電子会議システム１０２における処理例について説明をする。図１
８はネットワーク電子会議システム１０２における処理例を示すフローチャートである。
図１９は注目画像フラグＦＧの設定例、図２０はその解除例を各々示すフローチャート（
サブルーチン）である。
【０１４７】
この実施例では会議室にクリエータ５（情報作成系Ｉ）及び３台のプレゼンテーション装
置１０Ａ～１０Ｂ（情報制御表示系 II）を配置すると共に、その会議室内に３台のノート
パソコンＰＣｉ（ｉ＝１～３：情報処理系 III）が準備されることを前提とする。また、
３台のプロジェクタ２Ａ～２Ｃで静止画を表示する場合を想定する。
【０１４８】
　３台のノートパソコンＰＣｉと３台のコミュニケータ Ａ～ Ｃとは図１ に示したよ
うにアクセスポイント６を設けて、無線ＬＡＮ構成となされる。クリエータ５と３台のコ
ミュニケータ Ａ～ ＣとはＨＵＢ９Ｃ～９Ｅや通信ケーブル４０を使用して接続する。
ノートパソコンＰＣｉ、クリエータ５、プロジェクタ２Ａ～２Ｃ、コミュニケータ３Ａ～
３Ｃ等のネットワーク構成用の電子機器は電源がオンされる。資料発表者のノートパソコ
ンＰＣｉをクライアントＰＣとする。
【０１４９】
これを処理条件にして、クライアントＰＣで資料発表者によりネットワーク電子会議用の
システムプログラムが起動されると、図１８に示すフローチャートのステップＢ１で主コ
ミュニケータ３Ａ等ではクライアントＰＣからの入力操作指示が待たれる。そして、クラ
イアントＰＣから主コミュニケータ３Ａへ入力操作指示がなされると、ステップＢ２に移
行して主コミュニケータ３Ａでは情報制御がなされ、プロジェクタＰＪｉでは表示処理が
なされる。
【０１５０】
このシステム１０２では、３台のプロジェクタ２Ａ～２ＣではクライアントＰＣから転送
される資料情報等に基づくプレゼンテーション用の画像が表示される。このとき、主コミ
ュニケータ３Ａでは例えば、クライアントＰＣによって静止画表示切り替え操作される毎
に注目画像フラグＦＧを表示情報内容Ｄ INに自動付加するようになされる。
【０１５１】
また、クライアントＰＣで３台のコミュニケータ３Ａ～３Ｃの一つをマウス８で遠隔操作
をする場合には、主コミュニケータ３Ａから副コミュニケータ３Ｂへマウス操作権を移動
する毎に注目画像フラグＦＧを表示情報内容Ｄ INに自動付加するようになされる。
【０１５２】
この例ではプロジェクタ画面の切り替えイベント発生時又はマウス操作権をそれまで取得
していなかったプロジェクタＰＪｉが新たに取得したときに、注目画像フラグＦＧが設定
される。この注目画像フラグＦＧを設定する場合は、図１９に示すサブルーチンをコール
してそのフローチャートのステップＣ１で当該プロジェクタ番号ＰＪｉで画面が切り替わ
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ったかが主コミュニケータ３Ａ等によりチェックされる。画面が切り替わった場合には、
ステップＣ２に移行していずれのプロジェクタＰＪｉも注目画像フラグＦＧを獲得してい
ない状態かが主コミュニケータ３Ａでチェックされる。この注目画像フラグＦＧを獲得し
ていない状態の場合はステップＣ４に移行する。
【０１５３】
また、当該プロジェクタ番号ＰＪｉで画面が切り替わっていない場合はステップＣ３に移
行して当該コミュニケータ３Ａ等から副コミュニケータ３Ｂへマウス操作権が移動したか
がチェックされる。マウス操作権が移動した場合はプロジェクタ番号ＰＪｉで内部ステー
タスがｍｓ（ＰＪｉ）＝０１０となることから、ステップＣ４に移行する。
【０１５４】
ステップＣ４では注目画像フラグ設定用のタイマーをリセットして、フラグ滞在時間Ｔｄ
ｉｓｐを設定するためにタイマーを起動する。その後、ステップＣ５に移行して主コミュ
ニケータ３Ａ等ではフラグ滞在時間Ｔｄｉｓｐだけ注目画像フラグＦＧが設定される。こ
のプロジェクタ番号ＰＪｉでの内部ステータスはｍｓ（ＰＪｉ）＝１１０となる。その後
、図１８に示したメインフローチャートのステップＢ２にリターンする。
【０１５５】
また、ステップＣ２でいずれかのプロジェクタＰＪｉが既に注目画像フラグＦＧを獲得し
ている状態の場合はステップＣ６に移行して当該プロジェクタＰＪｉの待機順番ＣをＣ＋
１にする。ここでプロジェクタ番号ＰＪｉの待機値（Ｗａｉｔ）を「１」とし、既に他の
プロジェクタＰＪｉが待機している状態の場合はそれらのＷａｉｔ値に＋１される。この
プロジェクタ番号ＰＪｉでの内部ステータスはｍｓ（ＰＪｉ）＝１１ｉとなる。その後、
図１８に示したメインフローチャートのステップＢ２にリターンする。
【０１５６】
また、注目画像フラグ用のタイマーがＴｄｉｓｐとなって、プロジェクタ番号ＰＪｉでの
内部ステータスがｍｓ（ＰＪｉ）＝１００となり、その後、注目画像フラグＦＧを解除す
る場合は、図２０に示すサブルーチンをコールしてそのフローチャートのステップＥ１で
タイマーを停止する。そして、ステップＥ２でプロジェクタ番号ＰＪｉの注目画像フラグ
ＦＧを解除する。この解除によって、プロジェクタ番号ＰＪｉでの内部ステータスはｍｓ
（ＰＪｉ）＝０００となる。
【０１５７】
その後、ステップＥ３でいずれのプロジェクタＰＪｉも注目画像フラグＦＧを獲得してい
ない状態か、つまり、待機順番Ｃが「０」であるかがコミュニケータ３Ａ等でチェックさ
れる。このチェックではプロジェクタの内部ステータスｍｓ（ＰＪｉ）が検出される。こ
こでプロジェクタ番号ＰＪ２での内部ステータスは例えば、ｍｓ（ＰＪ２）＝００１、プ
ロジェクタ番号ＰＪ３での内部ステータスがｍｓ（ＰＪ３）＝００２とする。なお、待機
順番Ｃが「０」の場合には図１８に示したメインフローチャートのステップＢ２にリター
ンする。
【０１５８】
ステップＥ３で待機順番Ｃが「０」でない場合はステップＥ４に移行してタイマーをリセ
ットして、フラグ滞在時間Ｔｄｉｓｐを設定するためにタイマーを起動する。その後、ス
テップＥ５に移行して主コミュニケータ３Ａ等では当該プロジェクタＰＪｉの待機順番（
Ｗａｉｔｅ値）ＣをＣ－１にする。つまり、Ｗａｉｔ状態にあるプロジェクタのＷａｉｔ
値から１が引かれる。
【０１５９】
この結果、「０」値になったプロジェクタ番号ＰＪｉに対してＴｄｉｓｐの間、注目画像
フラグＦＧが設定されることになる。上述の例でプロジェクタ番号ＰＪ２での内部ステー
タスは例えば、ｍｓ（ＰＪ２）＝１００、プロジェクタ番号ＰＪ３での内部ステータスが
ｍｓ（ＰＪ３）＝００１となる。その後、図１８に示したメインフローチャートのステッ
プＢ２にリターンする。
【０１６０】
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そして、ステップＢ３に移行して各々で表示される表示情報内容Ｄ INをクリエータ５へ記
録するかが主コミュニケータ３Ａでチェックされる。このとき、クライアントＰＣの入力
操作機能を使用して主コミュニケータ３Ａへ記録指示が出される。主コミュニケータ３Ａ
ではこの記録指示を検出して記録有無がチェックされる。
【０１６１】
主コミュニケータ３Ａにおける表示情報内容Ｄ INを記録する場合はステップＢ４に移行す
る。表示情報内容Ｄ INを記録しない場合はステップＢ６に移行する。主コミュニケータ３
ＡではステップＢ４でクライアントＰＣの入力操作機能に基づいて現在どのプロジェクタ
２Ａ、２Ｂ又は２Ｃによるプレゼンテーション画像を注目しているかが判別される。注目
画像は表示情報内容Ｄ INに付加された注目画像フラグＦＧを主コミュニケータ３Ａで検出
することにより見出される。注目画像フラグＦＧが付加された表示情報内容Ｄ INが注目画
像であり、注目画像フラグＦＧが付加されていない表示情報内容Ｄ INが非注目画像である
。
【０１６２】
そして、ステップＢ５に移行して主コミュニケータ３Ａは当該注目画像に係る注目画像フ
ラグＦＧを時間情報に結合して記録するようにクリエータ５を制御するようになされる。
クリエータ５では主コミュニケータ３Ａによって表示される表示情報内容Ｄ INを時間情報
と共に記録して電子情報内容Ｄ OUTを作成するようになされる。この電子情報内容Ｄ OUTに
は動画像が含められる。
【０１６３】
ステップＢ６では資料発表者の終了判断に基づいてクライアントＰＣによるプロジェクタ
２Ａ～２Ｃや、コミュニケータ３Ａ～３Ｃ、クリエータ５等の遠隔制御を終了する。プロ
ジェクタ２Ａ～２Ｃや、コミュニケータ３Ａ～３Ｃ及びクリエータ５では電源オフ情報を
検出して情報処理を終了する。これらの遠隔制御を終了しない場合はステップＢ１に戻り
、上述のステップＢ１～Ｂ５を繰り返すようになされる。
【０１６４】
このように、本発明に係る第２の実施例としてのネットワーク電子会議システム１０２に
よれば、クライアントＰＣとコミュニケータ３Ａ～３Ｃとがアクセスポイント６により無
線ＬＡＮ接続され、コミュニケータ３Ａ～３Ｃとクリエータ５とがＨＵＢ９Ａ，９Ｃ～９
Ｅ及び通信ケーブル４０により接続される。そして、主コミュニケータ３Ａはクライアン
トＰＣの入力操作機能に基づいて現在、資料発表者等がどのプロジェクタ２による画像を
注目しているかを判別し、当該注目画像フラグＦＧを時間情報に結合して記録するように
クリエータ５を制御するようになされる。
【０１６５】
従って、当該クリエータ５によって作成された電子情報内容Ｄ OUTの再生時に、注目画像
フラグＦＧに基づいて注目画像を他に比べて輪郭を強調するような表示処理をすることが
できるので、再生映像のうちどの画面をプロジェクタ２における表示時点での最も注目す
べきものであるかを視聴者に知らしめることができる（図１６参照）。
【０１６６】
また、コンテンツ画面編集時にノートパソコンＰＣｉにおいて、表示枠１５を左右に移動
することと、資料発表者が画像を注目することとを等価な関係に表示制御することができ
る（図１７参照）。これにより、複数のプレゼンテーション画面の中から、注目画像マー
クの付加されている、資料発表者の注目画像を集めた臨場感が溢れる電子情報内容Ｄ OUT
をネット配信可能なネットワーク電子会議システム１０２を構築することができる。
【０１６７】
　この例では、３台のコミュニケータ３Ａ を使用する場合について説明したが、こ
れに限られることはなく、１台のコミュニケータに複数のプロジェクタ２Ａ～２Ｃ等を接
続する構成を採る場合には、表示機材の各制御ブロックに表示情報内容Ｄ IN＋注目画像フ
ラグＦＧを転送することで同様の処理をすることが可能となる。
【０１６８】
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上述したネットワーク情報処理システムに関してはネットワーク電子会議システム１０２
について説明したが、これに限られることはなく、複数のネットワークシステムを遠隔地
間又は／及び遠隔会議室間で接続するものであっても本発明を適用することができる。
【０１６９】
（４）第３の実施例
図２１は本発明に係る第３の実施例としての遠隔会議室型のネットワーク電子会議システ
ム１０３の構成例を示すイメージ図である。
この第３の実施例では第２の実施例に係るネットワーク電子会議システム１０２と、新た
に設けられた遠隔会議室Ａ，Ｂ，Ｃが有線ＬＡＮにより接続され、当該システム１０２で
発表された、プレゼンテーション資料を同システム１０２のクリエータ５で再生編集した
後にその電子情報内容Ｄ OUTを遠隔会議室Ａ，Ｂ，Ｃに一斉配信するようにしたものであ
る。
【０１７０】
図２１に示す遠隔会議室型のネットワーク電子会議システム１０３は発表会場に配置され
たネットワーク電子会議システム１０２と、遠隔会議室として会議室Ａの電子会議システ
ム１０３Ａ，会議室Ｂの電子会議システム１０３Ｂ及び会議室Ｃの電子会議システム１０
３Ｃとが通信ケーブル４０及び，ゲートウエイ（サーバ）装置２８Ａ，２８Ｂ，２８Ｃを
通じて接続するようになされる。
【０１７１】
当該システム１０２の内部構成例については図１７で説明しているのでその説明を省略す
る。ＨＵＢ９Ｅは通信ケーブル４０を通じてゲートウエイ装置２８Ａに接続される。ゲー
トウエイ装置２８Ａは更に通信ケーブル４０を通じてＨＵＢ９Ｆに接続され、このＨＵＢ
９Ｆには通信ケーブル４０を通じてＨＵＢ９Ｇ，９Ｈが接続されている。
【０１７２】
ＨＵＢ９Ｇにはゲートウエイ装置２８Ｂが接続され、ＨＵＢ９Ｈにはゲートウエイ装置２
８Ｃが接続されている。ゲートウエイ装置２８Ｂには通信ケーブル４０を通じてＨＵＢ９
０Ａ～９０Ｆが接続されている。ゲートウエイ装置２８Ｃには通信ケーブル４０を通じて
ＨＵＢ９０Ｇ～９０Ｉが接続されている。
【０１７３】
各々の電子会議システム１０３Ａ，１０３Ｂ及び１０３Ｃについてはネットワーク構成用
の電子機器として、いずれも、１台のプロジェクタ２、コミュニケータ３、アクセスポイ
ント６及びテレビ会議装置７が配置され、例えば、情報処理装置として４台のノートパソ
コンＰＣｉが準備される。
【０１７４】
当該システム１０３ＡではＨＵＢ９０Ａにアクセスポイント６が接続され、ＨＵＢ９０Ｂ
にはコミュニケータ３が接続され、ＨＵＢ９０ＣにはＴＶ会議装置７が接続される。また
、システム１０３ＢではＨＵＢ９０Ｄにアクセスポイント６が接続され、ＨＵＢ９０Ｅに
はコミュニケータ３が接続され、ＨＵＢ９０ＦにはＴＶ会議装置７が接続される。
【０１７５】
システム１０３ＣではＨＵＢ９０Ｇにアクセスポイント６が接続され、ＨＵＢ９０Ｈには
コミュニケータ３が接続され、ＨＵＢ９０ＩにはＴＶ会議装置７が接続される。各々のコ
ミュニケータ３にはプロジェクタ２が接続されている。
【０１７６】
この例では、発表会場であるネットワーク電子会議システム１０２の複数の発表画面で進
行する会議に対して注目すべき画像を選択して、クリエータ５のより１つのストリームの
形に作成された電子情報内容Ｄ OUTが、会議室Ａ～会議室Ｃへブロードキャストするよう
になされる。これにより、複数のプレゼンテーション画面の中から、注目画像マークの付
加されている、資料発表者の注目画像を集めた臨場感が溢れる電子情報内容Ｄ OUTを各会
議室Ａ～会議室Ｃにおいて視聴することができる。
【０１７７】
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上述したネットワーク情報処理システムについては電子会議システムについて説明したが
、これに限られることはなく、ネットワーク教育システムや、ネットワークゲームシステ
ム等にも応用することができる。
【０１７８】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明に係るネットワーク情報処理システムによれば、情報処理
装置、情報制御表示手段及び情報作成装置が通信手段により接続され、この情報制御表示
手段では現在どの情報制御表示手段による画像を注目しているかが判別され、当該注目画
像に係る識別情報が時間情報に付加され

るものである。
【０１７９】
　この構成によって 生映像のうちどの画面を情報制御表示手段における表示時点での
最も注目すべきものであるかを視聴者に知らしめることができる。
【０１８２】
　本発明に係る情報処理方法によれば、情報処理系、情報制御表示系及び情報作成系を通
信手段により接続し、 内容を情報作成系に記録する際に、現在どの情報制御表示
系による画像を注目しているかを判別し、ここで判別された注目画像に係る識別情報を時
間情報に付加

するようになされ
る。
【０１８３】
　この構成によって 生映像のうちどの画面を情報制御表示系における表示時点での最
も注目すべきものであるかを視聴者に知らしめることができる。
　この発明は、ネットワーク電子会議システムや、ネットワーク教育システム、ネットワ
ークゲームシステム等に適用して極めて好適である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る実施形態としてのネットワーク情報処理システム１００の構成例を
示すブロック図である。
【図２】ネットワーク情報処理システム１００における処理例を示すフローチャートであ
る。
【図３】本発明に係る第１の実施例としてのネットワーク電子会議システム１０１の構成
例を示すイメージ図である。
【図４】コミュニケータ３の内部構成例を示すブロック図である。
【図５】クリエータ５の内部構成例を示すブロック図である。
【図６】記録者用のクライアントＰＣにおけるＧＵＩ画面５０の表示例を示すイメージ図
である。
【図７】ＧＵＩ画面におけるメニュー画面の表示例を示すイメージ図である。
【図８】コンテンツマネージャー画面５０ｅの表示例を示すイメージ図である。
【図９】プロジェクタ２における映像切替え例を示すイメージ図である。
【図１０】クリエータ５における５枚の映像のデータストリーム化時の編集例を示すイメ
ージ図である。
【図１１】ネットワーク電子会議システム１０１におけるシステム処理例を示すフローチ
ャートである。
【図１２】ノートパソコンＰＣｉにおける保存確認画面Ｐ１の表示例を示すイメージ図で
ある。
【図１３】本発明に係る第２の実施例としてのネットワーク電子会議システム１０２の構
成例を示すイメージ図である。
【図１４】Ａ～Ｃはプロジェクタ２Ａ～２Ｃにおける表示切替え例を示すイメージ図であ
る。
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【図１５】３つのプロジェクタ２Ａ～２Ｃ間におけるマウス操作権の移動例及び注目画像
フラグＦＧの関係例を示すイメージ図である。
【図１６】クライアントのノートパソコンＰＣｉにおけるコンテンツ再生画面５０ｆの表
示例を示すイメージ図である。
【図１７】クライアントのノートパソコンＰＣｉにおけるコンテンツ編集画面５０ｇの表
示例を示すイメージ図である。
【図１８】ネットワーク電子会議システム１０２の主コミュニケータ３Ａにおける処理例
を示すフローチャートである。
【図１９】注目画像フラグＦＧの設定例を示すフローチャート（サブルーチン）である。
【図２０】注目画像フラグＦＧの解除例を示すフローチャート（サブルーチン）である。
【図２１】本発明に係る第３の実施例としてのネットワーク電子会議システム１０３の構
成例を示すイメージ図である。
【符号の説明】
１・・・情報処理装置、２・・・プロジェクタ（表示装置）、３，３Ａ～３Ｃ・・・コミ
ュニケータ（情報処理支援装置）、４・・・通信手段、５・・・クリエータ（情報作成装
置）、７・・・ＴＶ会議装置（動画・音声入力装置）、８・・・マウス、１０Ａ，１０Ｂ
，１０Ｃ・・・プレゼンテーション装置（情報制御表示手段）、１３，１５・・・表示枠
、１７・・・黄色バー、２１，３２・・・ＣＰＵ、２２，３３・・・ワーク用のＲＡＭ、
２３・・・記憶装置、２４，３５・・・ネットワークアダプタ、２５・・・動画・音声入
力端子、３１・・・ディスプレイアダプタ、３４・・・データ格納装置、４０・・・通信
ケーブル（通信手段）、１００・・・ネットワーク情報処理システム、１０１～１０３・
・・ネットワーク電子会議システム、ＰＣｉ（ｉ＝１～ｎ）・・・ノートパソコン（情報
処理装置）、Ｉ・・・情報作成系、 II・・・情報制御表示系、 III・・・情報処理系
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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